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２
月
11
日
、
建
国
記
念
の
日
を
祝
う
式
典
が
、
高
千
穂
神
社(

後
藤
俊
彦
宮
司)

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
の
後
、
耕
地
を
た
た
え
、
水
徳
剣
と
し
て
の
太
刀
の

呪
力
に
よ
り
耕
地
を
護
る
、
国
土
安
泰
祈
願
の
神
楽｢

地
固
め｣

が
、
三
田
井
地
区

神
楽
保
存
会
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
、
水
徳
を
授
け
る
宝
渡
し
の
儀
式
と
し
て
町
長

ら
に
護
符
の
剣
を
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
千
穂
の
子
ど
も
神
楽
紀
元
元
年
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
昨
年
中
止
と
な
っ
た
、
高
千
穂
の
神
楽

伝
承
者
と
子
ど
も
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
神
楽
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
発

表
の
場
『
高
千
穂
の
夜
神
楽
子
ど
も
伝
承
者
の
集
い
〜
未
来
に
繋
ぐ
舞
神
楽
〜
』｣

(

高
千
穂
の
夜
神
楽
伝
承
協
議
会
後
藤
俊
彦
会
長)

が
神
楽
殿
に
て
開
催
さ
れ
、
町

内
の
神
楽
保
存
会
６
団
体
と
高
千
穂
高
校
神
楽
保
存
会
に
所
属
す
る
小
中
高
校

生
ら
が
神
楽
を
奉
納
。
計
８
番
の
見
事
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

無病息災を願う
鬼の目はしらかし

　
２
月
５
日
、
荒
立
神
社
で
鬼
の
目

は
し
ら
か
し(

本
組
降
神
会
興
梠
安

徳
会
長)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、

地
元
住
民
は
も
と
よ
り
、
町
内
外
か

ら
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
多
く

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
熱
し
た
青

竹
の
破
裂
音
で
邪
気
を
払
い
、
無
病

息
災
を
願
う
こ
の
行
事
は
、
竹
の
熱

し
具
合
や
た
た
き
方
に
コ
ツ
が
あ

り
、
大
き
な
音
が
鳴
る
た
び
に
歓
声

と
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

栄養機能食品
完熟きんかんの贈呈

建国をしのび、国を愛する心を養う
建国記念日奉祝式典の斎行と高千穂の夜神楽子ども伝承者の集いが開催

　
２
月
13
日
、
高
千
穂
地
区
果
樹
振

興
会
き
ん
か
ん
部
会(

一
水
秀
樹
会

長)

が
町
長
室
を
訪
れ
、
完
熟
き
ん

か
ん｢

た
ま
た
ま
エ
ク
セ
レ
ン
ト｣

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
一
水
会
長
は｢

一
番
花
が
少
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
出
荷
が
遅
く
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
ま
た
、
昨
年
夏
の
高
温
と
暖
冬

の
影
響
が
あ
り
、
例
年
よ
り
色
付
き

も
遅
い｣

と
話
し
、
甲
斐
町
長
は｢

毎

年
、
品
質
も
よ
く
好
評
で
あ
る
。
産

地
と
し
て
発
展
し
て
い
来
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
し
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

たかちほっとニュース

元
日
女
子
相
撲
日
本
一
決
定
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
出
場

　
1
月
１
日
、
女
子
相
撲
の
魅

力
発
信
や
普
及
を
目
的
と
し
て

初
開
催
と
な
っ
た
、
元
日
女
子
相

撲
日
本
一
決
定
戦(

公
益
財
団
法

人
日
本
相
撲
連
盟)

が
、
東
京
都

立
川
市
に
て
行
わ
れ
、
堀
瑠
琉
華

さ
ん
、
堀
姫
萌
華
さ
ん
、
甲
斐

友
梨
さ
ん
の
３
名
が
出
場
。
全
国

各
地
の
強
者
が
集
ま
る
中
、
健

闘
し
ま
し
た
。

・
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
ベ
ス
ト
８　
堀 

瑠
琉
華

・
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　
ベ
ス
ト
８　
堀 

姫
萌
華

　
ベ
ス
ト
16　
甲
斐 

友
梨

ゆ　
り

る 

る 

か

ひ 

め 

か

　
宮
崎
県
高
等
学
校
選
抜
剣
道

大
会
の
団
体
戦
に
お
い
て
優
勝
し

た
高
千
穂
高
校
剣
道
部
と
、
宮

崎
県
高
等
学
校
新
人
総
合
体
育

大
会
の
相
撲
競
技
個
人
無
差
別

に
お
い
て
第
２
位
と
な
っ
た
河
野

宏
輝
さ
ん
が
、
全
国
高
等
学
校

選
抜
大
会
へ
出
場
す
る
た
め
、
町

長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
剣
道
部
矢
野
好
輝
主
将
は｢

一

戦
一
戦
を
全
力
で
戦
い
、
チ
ー
ム

全
員
で
日
本
一
を
目
指
す｣

。
河

野
さ
ん
は｢

一
戦
一
戦
気
持
ち
を
入

れ
て
戦
う｣

と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
出
場
報
告

ひ
ろ
き

こ
う
き

ゆ　
う

　
２
月
11
・
12
日
に
長
崎
県
島

原
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第

33
回
全
九
州
選
抜
高
等
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
宮

崎
県
代
表
日
南
振
徳
高
校
の
古

小
路
悠
海
さ
ん(

三
田
井
・
高
千

穂
中
出
身)

が
出
場
。
決
勝
で
大

村
工(

長
崎)

に
敗
れ
ま
し
た
が
、

準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

古
小
路
さ
ん
は｢

あ
と一歩
。
と
て

も
悔
し
い
。
今
後
の
大
会
に
向
け

練
習
に
励
み
、
優
勝
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
す｣

と
悔
し
さ
と
と
も

に
次
へ
向
け
て
の
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
し
た
。

第
33
回
全
九
州
選
抜
高
等
学
校

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

  

準
優
勝

　
第
40
回
記
念
大
会
JA
共
済
杯

Ｕ
Ｍ
Ｋ
宮
崎
県
中
学
校
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
決
勝
戦(

宮
崎

県
ひ
な
た
武
道
館)

に
お
い
て
、

尚
学
館
中
学
校
の
工
藤
小
春
さ

ん(

岩
戸
・
岩
戸
小
出
身)

が
出
場
。

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は｢

ケ
ガ
で
大
変
な

時
期
も
あ
っ
た
が
、
周
り
の
方
の

支
え
の
お
か
げ
で
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
み
な
さ
ん
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
励
み
に
な
る
。
次
の

大
会
も
優
勝
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
ま
す｣

と
喜
び
と
と
も
に
次
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
杯
Ｕ
Ｍ
Ｋ
宮
崎
県
中
学
校

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
優
勝


